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実現は困難である。このことは、二〇〇六年一二月に国連総会で決議された障害者の権利条約に至る議論の中ですでに指摘されてきていたものの、今回、障害者のミレニアム開発目標へのインクルージョン （包摂）が改め 国連決議として確認されたこと意味は大きい。ミレニアム開発目標には、実はこれまで障害者のこ 盛り込ま ていなかった。これは歴史の不幸でしかない。ミレニアム開発目標が二〇〇〇年九月ニューヨークで開催された ミレニアム・サ ットで作成されたが、国際社会が障害者の問題と貧困の問題との関 に公式に取り組み始めたのが、そ よりも遅れたためである。
国連が障害者の貧困の問題に本腰を入れ
























































































































の生計把握への取り組みがどのようになされてきたか、また実際の障害者 生計はどのようになっている かといったことを浮き彫りにする中で 貧困削減へ 道のりが
どのように描きうるのかを探し求める試みの一端を以下紹介する。
まず「開発途上国の障害者の生計把握」
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